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1　緒 言

　筆者等は別綴2）に：‡〉いて，アカマツの生タi㍑｛官に存

五iする花務管生｛裂瑠部勿質について研究し，それが受粉

後胚珠における花務管の緩漫な生長に一つの役剖をはた

しているように思われることを報フ互した。今回，クロマツ

にっいて同様な実験をおこなつたのでその結製を報告す

る。本研究は昭和36年度文部省科学研究ぼをもちいてお

こなわれた。記して1］｝意を云する。

1｛材料および方法

　1．　供試村科

　推定15年生クロマソから生長物亘鋤1［1のための試料を

採取した。すなわち，花粉は4ノ］．下匂にとり，冷蕊庫に

貯蔵したものをもちいた。雌花は弱花期（4お23の，当

年生球果は閉花後（5月25El），胚珠は1年生場渓↓から受

精期（6月26日）にとり，ただちに生長物｛口抽山のため

にもちいた。死滅花新は75℃で24時間役したものを試

料とした。発i芽試験iこもちいた花紛は4月下句に］采取し

たクロマソ花紛で，湿度25彩で冷念庫に貯蔵したもので

ある。

　2．生長物質の抽山

　前記各試料10g（生重）をアカマツの場☆と周居の方

法2）により］山山し，酸性区分と中性1｝ζ分にわけた。

　3．　ペーパー・クロマ｝グラフィー

　別報2）アカマソの昌合と田ぷてある。展縄溶媒として

イソプロパノールーアンモニアー水（8：1：1，v／v）混

液およびブタノールー爵…鼓～水（4：1：2，vW）記‘夜を

もちいた。

鳥i農学報，X∬

　4，アベナ仲長試験

　既報1）と同様てある。

　5．花U発芽試験

　男§報2）アカマソの場合と翻様である。発芽試験は基本

培壌として寒天濃度1％，嚥糖濃バ3％，pH5．6の闇形

発才沫でおこない，26～27℃（暗所）で4日後｝こ調査し

た。その他の寧項はアカマソの場合と1司糠であるから別

報2）を参照されたい。

且　実験結果および考察

　1．　花紛に毛在する生長物質

　a．　花新発芽および花続管の生長におよぼす酸性区分

および中性区分の影響

　花杉抽出物の酸性および中性の各フラクシヨンに1．5

mlの蒸溜水をくわえ，2℃で20時閲抽IUした。これを

原液として・寒天澱1％i琴繰鍍3％で，願のζo

～0．5％の各濃反の培地を1．5m1すつつくり，クロマ

ソ花；分をまきつけた。

　その結叉ぼable　1），酸性区分では著しく花粉発刀三お

よび花ゾ管の生長が担jl河された。原液の50％区では全然

発芽しなかつた。中姓区分では酸性区分像ど胡瑠酢用は

顕著でないが，50％区では抑制の傾向カミみられた。綾性

区分中性区分ともに，生存花務抽出物と死1残花語抽ぼ物

との間にに、三緩発芽および～乞紛管の生長に関して著しい

差異が認められなかつた。以上の結倶から，花粉発芽お

よび花紛行の生長を詞境llする物質は中｛生区分よりも駿性

区分に多く存在することがわかつた。

　b．生長複贋のペーパー・クロマトグラフィーによる

分離
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制物質が，また発芽試験ではRfO．3～0、5と0．6～1．
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に抑§｝‖物質が｝1忍めら2Ψた。死滅花粉ではRfO．6～0．8

のイし杉穎芸生．長鋼」毒麟勿7蔓力Sやや絨少の修i鮮0カミみらオτた。
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句クロマツ当年生£｝こ果から採取した胚珠および6月下旬

1年生球果から採取した珠心をいれ，これにクロマツ花

粉をまきつけた。

　　その結果，これらの培地ではいずれも？．9粉管の生長は

担］竈‖さオτた。　1年生二豪果の璃…心・を合む工え鵬也で1ま，　4日後

の才し粉管長は対照の130μ1こ対し74μであった。これらの

実験で享匿紛管：のイ申長｛こ∫田イヒ’［生｝よ言忍めら）えτなカ、つたo　しカ、

し，　1えi三生球采の珠心を含む上；言地では花紛管が気ノウに

対して直旬こ相反する2方向に1』訓叡こ仲長するものが非
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冨に多く観察された。

　b．生長物質1のペーパー・クロマトグラフィーによる

分離

　壮∬ガ三芝Sよび三｛」ド生杉こ味二刊ぱ｛謬勿：鑓ぼと」油Ii諜勿の后こ巴［三1》ζう｝

をイソプロパノールーアンモニアー水で展間した陽合

（Fig．3，1e丘、，　アベナイ卓］芝パ人験で1ま膓ピ牽穿の3膓儂〒と大イ本伺

じイ立；ほ｝こ促遼…物質および胡ガ羅物質カミi，．ごぷ〉られ。た。ヲL刀㍉式

験ではRfO～0．1，0．2～0．3および0．6～0，9に抑儲

〕勿質力㍉己めらネ知た。
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　Fig・5．　HiStOgrams　sh・whTg　the　effeCt　Of　chrO・

nlatogτalngs　of　acid　fτact三〇n◎f　ether　extracts　圭τom

the・vules　of　fe王tiliz三ng　time　o財he　growth・fぷ，6／z〈こ

c・le・ptiles鋤d五zz～‘∫po］｝en　tubes．　The　material

was　co］lected　on　June　26．

9こ進象sよび胡］ぷ該勿㌘1カミ葺忍めら言τた。夕きノ］：t；べ｝ぼで’｛よR主0～

0ユ　‘こ基ゾi．吉な輻籏：‖き勿「薫力㌔忍めらオしたカ㍉　ぎ滋イヒてみら諏．る

RfO．2～0．3およびR〔亘泣の抑2｝‖物質は減少の傾回が

みられた。

　ブタノールー酢透一水8菱油の易合（Fig、5，　right）は，

アベナイP長、、べ膓犬で’｝ま窟〔孝じの膓蕩合と大付こ1吋じイ立L』｝こ生長9勿

質力葛忍めら2亀た。　し〉かし，多き元“；式［強で差ま1雛7．εでみらオ偏る

RfO～0．2および0．7～OGの抑制物質が認められなか

つた。

　アカマソ及びクロマソにイ」在する生長物質については

別報2）において方※したが，以上の諸果をアカマツの場

合と比較すると，クロマツの生殆駕官に17子在する生長物

質はアカマツのそれと著しく相筏しないようである。イ

ソプロパノールーアンモニアー水窪三聞でRIO．4～0，5に

イ」1王iするオーキシンは合成IAAのRf！l1［と比較してIAA

でこちると讃三ノごさオじるO　Rω～0．1の揖］が蔭勿質1まニンヒ1ご

リン亘C義ミで紫茄じ色，壕ζイヒ嘉二：失凡ぺ谷∫反で套嵩色をこヲピ色し，ブ

タノールー酢駿一水展閲でRfO．4～0．5の抑1情㍑に見出

された。またRfO．2～0．3の花”｝管生長掴制帯にはエー

ノリッヒ試渠でぼ乞に殖⊂する物質がイr廷するが，この

物質はブタノールー酢酸一水展閉で斑0．7～0．8の抑制

：㍑：｝こ膓己鵬日さオし犬こ。　♪との嚢らの］］］］笛1目勿f／lこつミハて1まこのW‖江ミ

隣］、隷灘こよるクロマトグラムーヒのぴ：｛一ξを同笈…することカミ

できなかつた。ブタノールー酢酸一水展閉でRfO．9～



（％） 矯諮fξ：人・近藤芳五郎

1．0の抑1｝柄1『はIAAのRf値と一孜するが，アベナ仲

長、式験では政追されない。酸登《6媒は展開中にオーシキ

ンを不活性化するおそれがある。したがつて，このRl

O．9～1．0の抑踏帯｝まオーキシソの不活性化されたものに

よる影メiiか，抽且物［相こ存在するイ‖↓の詞制勿質によるメ多

以か，あるいはロ紙中に存：在する物質による影・Llかあさ

らかでない。いずれにしても菌酸］上の弱い物質に文まして

は酸刊ぶ註惑ま十分注101する必；ぶがあるように思う。

　生長物質の生初試駁、こおいて，花紘忌；はアベナヨλξ鞘

の上長を羽」，樹する％質に対しては了ぶ鵜と1↓｜目よ｝し反応す

る。しかし，子三鞘の生長を促進するオーキシンに対し

ては必ずしも何紅に反応しな。いとく礼RfO．4～0．5の

IAAに対しでは，アカマツの］ゾ合と周様，それが摘痘

反でイ∫・膓．L三する易合はヨぼξ鞘と反漏に反応するように思わ

れた。またRfO、2～0．3のオーキシンに対しても同じ傾

回が己められるようであるが，R｛0．1～0．3の部分にに数

｛．、ぷの物質力混在するので，この部分のオーキシンと花

紛管生長抑｛｝司物質とが同一のものであるかどうかは判工

できない。

　マソの生磁1器官｝こイ3伍する物質が礼紘発才および花お

おの主長におよぼす‡二己i、こ1元〔1するぷ往の．昇究ンーついては

別報2）において考奈した。クロマツは4／1下力～5月上

触こた坊して翌年の6／1下句～7月上ばに受含｝ト『する。こ

の旧交紡した．7窃ノ｝は発2こして，きわめて徐々に花杉官を

のばしている。この珠心における花材廷：の緩1ピな生長の

膓〔［刮については，元‡万ばの生長をぎql硝している物質の存

在が捻定される。TANAKA4）はアカマツの花粉に2ぶ類

の在紛1ζ、；生長抑御物質か存在することを誌め，それが花

語管の綬巳な生長に一つのバ翻をはたしているものと考

えている5）。琴：研究のパ泉からも，クロマツの花扮，灘化

および麺甥、には花楊管の生長を抑麟するきゴカ㍉己められ

た　これらの抑fi’］産：β質はレれ」期の薩託および｛イ］花後のば

果にはジこに存右するが，受精期ノ）1ぴ珠では1兀Alをの

ぞき滋少の傾国がみられる。したがって，このイヒノ了管生

云抑翻切質は珠心における仁涛輻の緩、受な生長の一つの

原磯をなしているのではないかと推考される。

w　要 約

　1．　花い管の生長は孔兎翻1出物の中刊三区分よりも酸性

区分で顕著に掬制された。

　2．化扮管の生長は胚珠あるいは珠心を合む靖地で掴1

制された。

　3．酸｛生区ノ了をペーパー・クロマイ『グラフィーとア

ベナ伸長試験によつてしらべた毒Il果，7ヒ紛，鹸花および

胚珠抽出物には，少なくとも財正煩の促進物質（RfOユ～

0．3および0．4～0．5，イソプロパノールーアンモニアー

水）と2種頬の抑制’：疏『（RfO～0，1および0．7～0．9，同

上治媒）ヵばめられた。RfO．4～0．5の包進物口はイン

ドール酢濃と拍疋されたが，他の物口については明らか

にすることがでざなかつた。

　4．窪刊三区分をペーパ｝・クロマトグラフィーと筑∪三

バ験によってしらべたξ｜！渠，在彩：抽出物では少なくとも

2桓規の花務1生長摺」、IM勿質（RfO～0．1および0．7～

09，　イソプロパノールアンモニアーム）が，趣花およ

び131花後の球果］li｛川、力では3種類の抑制物質（RfO～0．1，

0．2～0．3および0．6～0．9，同上溶媒）が認められた。

　5．　孔．ノ｝管にRfO～0．1および0．6～0．9の拍聯］物質

に対しアベナう’ぶばと汕様に反応した。

　6．　滋性区分における2πぷの花4分管生長抑｛ii‖物質

（RfO．2～0，3および0．6～0．9）は父］OUの胚羽ミでは滅

少の傾囲がみられた。

　以上の結艮からクロマツの花初および胚珠ふイ」孜三する

花7ノ｝尼；；生長胡川三ぱ刀質は珠心｝こおける花紛管の緩Lξな生長

に｝幻係があるのではないかと思われる。

1）

2）
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Summ雛y
　　This　study　was　underta1《en　for　elucidat迦the　cause　of　slow　growth・ξpollen　t由es　in　the　ovule

of　Piノ・ど・∫．　Growth　substances　were　extracted　with　per・xide－free　ether　from　the　P・llen　graiヱ〕s，　ovulate

str・bili，　c・nelets　and・vules・f　P加4∫711・～∫ノψε・9Z　Paper　chr・mat・graphic　separati・n・f　gr・wth　sub－

s白nces　in　the　extracts　was　performed　in　the　ascending　nle出od　in在o－propanol－ammo揃a－water〔8：1：1，

in　vo1．）and〃．butanol－acetic　acid．water（4：1：2，in　vol．）．　The　chroma⑩grams　were　assayed　by　the

〆1τεノ7・zs鍵aighはrowth　test　a1玉d　the　pollen　germinat狛n　test．　As　tl・e〕nater三al　of　the　germinati◎n　tesいhe

pollen　grains　oLP万～∫∫τ加ノzみβ～ジ膓were亘sed．　The　results　obtained　are　summarized　as　follows：

　1！The　growth　of　pollell　tubes　was　greatly　inhibited　by　the　acid　fraction，　and　slightlゆ5噛e　neutral

fズaction　of　ether　extracts　irom　polle・ユgrains，
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誤

　　2．The　growth　of　pollen　tubes　was　inhibited　by　the　medium　containing　ow茎es　or　nuce磁．

　　3．From止e　papeエchromatography　and　the　Aヵ6〃αstraight　growth　tes乞，　at　least　two　kinds　of　aux－

ins　（Rf　O．1～0，3　and　O．4～0．5，ゴ∫o－Pエopano1－ammon輌a－water）　and　two　kinds　of　inhibitoτs　（Rf　O～0．1

an（玉0．7～0．9，　the　same　solvent）were　found　in　the　acid　fraction　of　ether　extracts　from　pollen　grains，

ovulate　strobili　and　ovules、　Amo夏1g出ese　substances，　the　auxin　of　Rf　O．4～0、5　was　pτesumed　to　be

indoleacetic　acid　as　compared　with　the　Rf　va至ue　o｛synthesized　IAA．　The　other　substances　could　not

eStabliSh　the　Che面Cal　natUre　Of　them．

　　4、Froln　the　paper　chromatography頒（玉the　pol▲en　germination　test，　at　least　two　kinds　of　inhibitors

to　the　growth　of　pollen　tubes　（Rf　O～0。1　and　O．7～0．9，　i∫o・pr叩ano1－ammonia－water）were　found　三n

the　a6d　fraction・f　ether　extracts　from　pollen　grains，　and　three．kinds　of　the紬ib玉tors（Rω～0．1，0．

2～03and　O．6～0．9，　the　same　solvent），三n　that　of　ovulate　strobi互i　and　conelets．

　　5．Pollen　tubes　responded　to　two　inhi　bitows　o〔斑0～0．1and　O．6～0．9　in　dle　same　manner　as　Aτノ61厄

coleopt輌1es、

　　6．Two　inh輌bitors　to　the　growth　oξpoilen　tubes（Rξ0．2～0．3　and　O．6～0．9）in　acid　fraction　tended

to　decrease　in　the　ovule　at　fertilizing　time．

　　　From　theseτesults，髭is　supposed　that　inhibitors　to　the　growth　of　pollen　tubes　in　the　pol茎en

grains　and　ovules◎f乃7zz4∫T々7めθノg6：may　play　a　role　in　slowing　down　the　growth　of　the　pollen　tubes

ill　the　工〕ucellUS．
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